
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
提
出

質

問
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六

号

臓
器
移
植
医
療
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子

636



臓
器
移
植
医
療
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
が
一
九
九
七
年
に
施
行
さ
れ
、
一
二
年
を
経
た
現
在
、
「
脳
死
を
一
律
に
人
の
死
」
と
し
、
現

行
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
本
人
の
意
思
表
示
原
則
」
を
撤
廃
し
て
、
家
族
の
同
意
だ
け
で
も
提
供
を
可
能
に
す
る
改
正
案
が

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
現
在
参
議
院
の
審
議
に
付
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
一
二
年
間
の
移
植
医
療
の
実
態
に
つ
い
て
、
検
証
や
情
報
公
開
が
十
分
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
国
民
の
十
分

な
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
法
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
こ
の
一
二
年
間
の
運
用
を
見
直
し
、
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
こ

そ
が
重
要
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

脳
死
下
で
の
八
一
例
の
臓
器
提
供
事
例
に
つ
い
て

（
一
）

こ
れ
ま
で
の
脳
死
下
臓
器
提
供
八
一
例
に
よ
る
移
植
件
数
は
、
（
社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
公
表
資

料
に
よ
れ
ば
、
三
四
五
件
と
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
二
月
九
日
現
在
）
。
こ
の
う
ち
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
（
臓
器

等
の
受
容
者
）
の
死
亡
例
及
び
生
存
期
間
を
、
心
臓
、
肺
、
心
肺
同
時
、
肝
臓
、
膵
臓
、
膵
腎
同
時
、
腎
臓
、
小

腸
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

こ
れ
ま
で
の
脳
死
下
臓
器
提
供
八
一
例
に
よ
る
移
植
件
数
三
四
五
件
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、
ド
ナ
ー
（
臓
器
等

一



の
提
供
者
）
の
臓
器
摘
出
に
関
す
る
費
用
の
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
入
院
基
本

料
、
移
植
手
術
に
係
る
費
用
、
臓
器
搬
送
費
用
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

脳
死
下
に
お
け
る
直
近
の
臓
器
移
植
事
例
に
つ
い
て
、
ド
ナ
ー
の
臓
器
摘
出
に
関
す
る
費
用
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
入
院
基
本
料
、
移
植
手
術
に
係
る
費
用
、
臓
器
搬
送
費
用
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

二

教
育
普
及
啓
発
の
現
状
に
つ
い
て

（
一
）

現
在
、
学
校
教
育
や
地
域
保
健
医
療
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
脳
死
臓
器
移
植
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
活
動
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
費
用
は
ど
こ
か
ら
拠
出
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
全
国
の
中
学
校
等
に
配
布
し
て
い
る
教
育
用
普
及
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
作
成
し
て
い
る
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
等
の
説
明
文
書
に
お
い
て
、
人
の
死
と
脳
死
の
関
係
、
脳
死

と
臓
器
提
供
の
関
係
、
脳
死
を
人
の
死
と
認
め
な
い
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

か
。ま

た
、
長
期
脳
死
児
の
存
在
や
、
臓
器
摘
出
時
に
麻
酔
や
筋
弛
緩
剤
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
何
ら
か

二



の
記
載
は
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て

（
一
）

我
が
国
の
新
生
児
死
亡
率
の
低
さ
は
、
一
〇
〇
〇
人
中
一
�
八
人
で
世
界
で
第
一
位
を
誇
る
。
ま
た
乳
児
死
亡
率

は
第
三
位
に
位
置
し
て
い
る
が
、
一
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
小
児
死
亡
率
は
一
〇
〇
〇
人
中
一
�
二
人
で
世
界
で
第
二

一
位
で
あ
る
。
先
進
一
三
カ
国
の
死
亡
率
平
均
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
の
一
〜
四
歳
児
の
死
亡
率
が
一
二
九
�
五
と

突
出
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

（
二
）

一
〜
四
歳
児
の
死
亡
場
所
と
死
亡
原
因
に
つ
い
て
分
析
し
た
、
厚
労
省
の
科
研
費
補
助
金
事
業
「
幼
児
死
亡
の
分

析
と
提
言
に
関
す
る
研
究
」
研
究
班
が
二
〇
〇
六
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
全
対
象
死
亡
率
と
、
基
礎
疾
患
の
な
い

小
児
の
死
亡
率
に
つ
い
て
、
双
方
と
も
上
位
一
〇
位
以
内
に
入
っ
て
い
る
七
県
に
は
重
症
患
者
の
受
け
皿
と
な
る
小

児
集
中
治
療
室
は
な
か
っ
た
と
す
る
調
査
結
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
一
〜
四
歳
の
小
児
死
亡
は
、
小
さ
な
施

設
で
十
分
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
実
態
を
指
摘
し
、
小
児
集
中
治
療
室
に
小
児
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
役
割
を
付
加
す
る
よ
う
に
体
制
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


